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研究成果の概要（和文）：東日本大震災および原発事故を受け「地域」と「開発」のあり方が問い直されてい
る。本研究は、こうした今日的かつ喫緊の課題を文学研究において引き受け、「地域」と「開発」をめぐる系譜
学的考察を行うものである。近代以来の都市/農村、都会/田舎、中央/地方など「地域」をめぐる構造的な関係
や、帝国主義/植民地主義から（ポスト）冷戦体制への連続性をもった移行の中で生じる「地域」の偏差や変化
等に留意しながら、中上健次、干刈あがた、崎山多美らの文学における「地域」と「開発」の表象を考察し、
「開発文学」の一史脈を提示した。

研究成果の概要（英文）：After the Great East Japan Earthquake and nuclear accident, the problem of "
regional development" is being reconsidered.　I have pursued this important subject in Japanese 
contemporary literature research, and considered the representations of "region" and "development" 
archaeologically. With a focus on urban and rural structures, and the central and the periphery in 
modern times, along with the differences and changes that have occurred in the transition from 
imperialism/colonialism to the Cold War regime, I have presented part of the historical context of 
the representations of "region" and "development" in three authors’ literature ,Kenji Nakagami, 
Agata Hikari, and Tami Sakiyama. 

研究分野： 日本近現代文学

キーワード： 日本文学　中上健次　地域　開発　崎山多美　干刈あがた
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
	 東日本大震災と原発事故以後、戦後日本

の「地域」の「開発」が再考されている。開沼博

の「フクシマ論」、吉見俊哉の「原子力」をめぐ

る文化研究などに、その現在形が提出され、

ダム建設／電力開発研究の町村敬志、水俣

／公害研究の原田正純、宇井純、栗原彬らに

よって、そのエッセンスは蓄積されてきた。ま

た若林幹夫は社会学から、原武史は政治思

想史から、それぞれ郊外の「開発」を追究して

いる。 

 文学研究において、東日本大震災と原発事

故のインパクトは、主に核の表象、「原爆文

学」／「原発文学」という問題系で引き受けら

れ展開されている。木村朗子の震災後文学

論、川村湊、陣野俊史、川口隆行、村上陽

子らの「原爆文学」／「原発文学」研究な

どが、その中心である。 
	 しかしながら、「地域」と「開発」の表

象、すなわち「開発文学」という枠組みに

おける研究は、十分な展開には至っていな

い。「開発」の主題は、前田愛の都市論的

アプローチでの文学研究や、川村三郎、小

田光雄らの「郊外文学」研究のなかに一部

含まれるにとどまり、また「開発」の表象

分析は、上記郊外研究で触れた小田の研究

と、高度経済成長期の「都市開発」と日野

啓三文学の考察を行う佐藤泉の研究などに

断片的に散見されるのみである。 
	 こうした状況を踏まえ、「開発文学」と

いう問題設定を行い、文学言語に蓄積され

た「地域」と「開発」の表象をある一定の層とし

て掘り起こし、それを歴史的・思想的に考察す

る必要性を感じ、本研究を構想した。 

 
 
２．研究の目的 
	 これまで社会科学の領域で「地域」と「開

発」の諸相が明らかにされてきた。それら

の知見を踏まえながら、「開発文学」という

問題設定を行い、「地域」と「開発」の表象

を系譜学的に考察することが、本研究の目

的である。 
	 社会科学の領域で、戦後日本の「開発」

研究の大きな磁場のひとつが、郊外であっ

たことと相即し、従来、「開発文学」の研究

は、「郊外」という空間を中心に展開され

てきた。また、小田光雄らの研究など、わ

ずかな例をのぞき、「開発」の過程そのも

のを文学表象で考察するという試みも行わ

れていない。本研究では、従来、中心的に

取り上げられてきた「郊外」という所与の

空間以外の多様な「開発」の場を問題化し、

これまで十分に注目されてこなかったプロ

セスとしての「開発」の表象にも焦点をあ

てる。	

	 そのための分析の中心におかれるのが、

中上健次（1946-1992）の文学である。	

	 中上は、自身の故郷・和歌山県新宮市の

被差別部落をもとに路地という時空間を仮

構し、その路地/被差別部落を舞台に多くの

小説を書いている。また被差別部落が同和

行政事業で「開発」されていく過程は「路

地解体」と名指され、その空間の変容が小

説中に表象されている。本研究では、その

表象を、被差別部落という固有の文脈を持

つ場所における「開発」の表象として捉え

るとともに、「非農村」「地域」の「開発」、

紀州・熊野の中核地域である「地方都市」

の「開発」をめぐる表象としても位置づけ

て検討を行う。その表象分析を通じて、戦

後の「地域」と「開発」をめぐる文学の一

系譜を提示したい。	

	 また、その系譜を比較対照研究によって

多角化することも進める。	

	 まず「地域」と「開発」をめぐる構造的

な関係（都市/農村、都会/田舎、中央/地方）

を輻輳的に描き出す視座を設ける。この点

で分析対象となるのが、干刈あがた

(1943-1992)の文学である。都市近郊や都心

部の「開発」や「再開発」を描く作家・干

刈あがた(1943-1992)の文学を分析し、中上

文学と比較対照する。	

	 次に帝国主義/植民地主義から（ポスト）

冷戦体制へ、連続性をもった移行の中で生

じる「地域」の偏差や変化に着目した視座

を設ける。この点では、沖縄の「基地の街」

の「開発」を描く崎山多美(1954-)の文学と、

戦前の植民地からの「引揚者」など多様な

移動者の視点を含む干刈の文学を考察する。

以上の複眼的な考察から、戦後「地域開発」

の表象の一系譜を提示する。	

 
 
３．研究の方法 
（１）、系譜学的な研究の遂行のために関連

資料の収集と分析を行った。主な分析対象と

なる文学テクストの一次資料、二次資料の収

集と分析、文学に描かれた「地域」の「開発」

をめぐる一次資料、二次資料の収集と分析、

当該地域に赴いての現地調査などを実施し

た。文献資料の収集は、おもに宮崎公立大学

図書館、静岡大学図書館、新宮市立図書館、

中上健次資料室、国会図書館、熊野市立図書



館、御浜町立図書館、鹿児島県立図書館、鹿

児島市立図書館などで行なった。	

	

（２）、「開発文学」を展開する理論的基礎づ

けを、共同研究員として参加した国際日本

文化研究センター（日文研）共同プロジェ

クト「戦後文化再考」のなかで国際的・学

際的に深化させた。また、同プロジェクト

の「高度経済成長期」の企画パネルで、「開

発文学」研究を「戦後文化」のなかに位置付

けて発表し、討議した。	

	

（３）、開発という出来事や、それへの反応

と深く関連する「公共性」の思想に関して、

中国やアメリカの研究者とも連携し、継続的

に共同作業と議論を行なった。	

	

	

４．研究成果	

	 この研究の重要な成果のひとつは、戦後

生まれで初の芥川賞作家で、和歌山県新宮

市の被差別部落出身の作家である中上健次

の文学を、人の移動と「地域」の「開発」

を描く戦後文学として位置付けなおした点

にある。すなわち、農村／地方から都市へ

移動した人々を描く「都市小説」と、その

移動と相関的な関係にある地域の開発を、

自身の故郷、和歌山県新宮市の被差別部落

の路地を舞台に描き出す「開発文学」との

性格において中上文学を捉え直した。	

	 次に、「開発」の表象をめぐる具体的な

分析を通して、その運動性の一端を解明し

た点である。土地や風景の具体的な改変を

ともなう「開発」という出来事に際し、文

学言語は、風景や土地、その改変や喪失過

程とを記録し、記憶する装置となる。その

装置における「開発」の表象は、大衆的か

つ私的であり、匿名的であり個人的であり、

無意識や欲望によっても構築されている。

本研究では、こうした文学表象の両義性・

多義性に着目し、日文研の「戦後文化再考」

のプロジェクトに参画しながら、「開発」

表象に現れる歴史認識や思想性を解明した。	

	 第三としては、また上記考察を通じて、

「開発」表象の輻輳的な系譜の一部を描き

出したことがあげられる。	

	 上記の考察のなかで、同時代作家で詩

人・思想家の谷川雁、中上没後に活躍する

ファンタジー作家の上橋菜穂子など、従来、

中上文学と十分に結びつけられてこなかっ

た文学テクストとの相互関連性を指摘する

ことができた。	

	 また、こうした新しい間テクスト性とい

う成果は、中上文学と干刈あがたの文学と

いう比較対照の視座においても示されてい

る。中上と干刈は、ほぼ同時代作家であり

ながら、戦後の地方都市と都心部近郊とい

うその主な小説空間や小説スタイルの対照

性ゆえに、従来、両者を同じ俎上に並べ、

その文学の共通性や差異を検討することは

されてこなかった。本研究では、「開発」の

表象という共通項の分析において、子供や

空き地という隙間空間、遊びという行為を

通じた「公共性」の思想という両者の共通

性と、ジェンダー的な差異とを解明した。	

	 一方、資本と国家（行政）による「開発」

を前景化する中上・干刈の文学に対して、

崎山の文学は、「戦争」と「占領」による沖

縄の「開発」を描きだしている。中上・干

刈と、その後代作家である崎山多美の文学

の比較対照からは、「本土」という空間、さ

らには「戦後」という時間を相対化する視

座を獲得できた。この点はまた、冷戦期か

ら（ポスト）冷戦期のアジアとアメリカの

なかで「開発文学」を考えるという、次の

研究課題の着想へとつながった。	

	 以上の考察から、本研究では「開発文学」

の一系譜を描出した。現在、これらの成果

の一部を単著として公刊することを計画し

ている。そこでは、中上文学を軸に、成長

の時代からポスト成長の時代への移行期に

おける「開発」の表象が分析され、それが

示す記憶と思想性のあり方を示している。	
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